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高
齢
化
や
人
手
不
足
な
ど
を
背

景
に
、
地
方
公
務
員
が
地
域
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
国
は
本
年
一
月
、
地
方
公
務
員
の

副
業
を
後
押
し
す
る
旨
の
通
知
を
出

し
、
副
業
を
許
可
す
る
基
準
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
自
治
体
に
求
め
た
。

　

本
町
で
も
、
勤
務
時
間
外
や
休
日
に

町
職
員
が
個
人
の
時
間
を
確
保
し
な
が

ら
、
主
体
的
に
地
域
活
動
を
し
や
す
い

仕
組
み
を
作
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
本
町
職
員
に
関
わ
る
兼
業
（
副
業
）

許
可
の
実
態
と
課
題
は
。

(2)
許
可
基
準
を
明
確
に
し
て
兼
業
（
副

業
）
を
推
進
す
る
考
え
は
。

(1)
地
方
公
務
員
法
第
38
条
に

よ
る
営
利
企
業
等
へ
の
従
事
許
可
は
、

平
成
28
年
度
は
17
件
、
29
年
度
は
15
件
、

30
年
度
は
23
件
、
主
な
職
種
は
消
防
団

員
、
統
計
調
査
指
導
員
、
十
勝
町
村
会

研
修
講
師
な
ど
で
あ
っ
た
。
従
事
許
可

は
、
公
務
の
遂
行
に
支
障
が
生
じ
な
い

こ
と
や
従
事
す
る
職
種
、
報
酬
額
な
ど

か
ら
そ
の
案
件
ご
と
に
判
断
し
許
可
し

て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
消
防
団
活

動
で
は
、
出
動
要
請
が
な
さ
れ
た
際
、

勤
務
時
間
中
は
公
務
を
優
先
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
、
出
張
な
ど
で
直

ち
に
消
防
団
活
動
に
従
事
で
き
な
い
ケ

ー
ス
が
発
生
す
る
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
。

(2)
現
状
と
し
て
、
町
内
会
等
の
活
動
、

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
、
地
域
社
会
の
重
要
な
担
い
手
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。
職
員
が
従
事
す

る
際
の
許
可
基
準
や
参
加
し
や
す
い
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
を
参

考
に
研
究
し
た
い
。

(1)
幕
別
町
は
「
子
ど
も
の
権

利
に
関
す
る
条
例
」
で
、
子

ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会

全
体
で
支
援
す
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
、
「
第
６
次
生
涯
学
習
中
期
計
画
」

で
は
青
少
年
健
全
育
成
の
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
行
政
、
保
護
者
、
地

域
、
各
種
団
体
が
連
携
し
て
、
一
層
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依
存
の
実
態
は
。

(2)
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進
項
目
の
取

組
状
況
は
。

(3)
公
園
な
ど
の
環
境
整
備
は
。

(1)
平
成
29
年
度
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ

の
質
問
な
ど
か
ら
、
長
時
間
メ
ー
ル
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
小
中
学
生
が

多
い
傾
向
に
あ
る
。
毎
月
19
日
を
「
ノ

ー
テ
レ
ビ
デ
ー
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
」

と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
幕
別
町
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
調
査
部
に
よ
る
「
情
報
機

器
に
お
け
る
危
険
性
の
意
識
調
査
」
を

受
け
、
29
年
度
に
は
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、

町
校
長
会
、
教
育
委
員
会
が
共
同
し
て

「
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ル

ー
ル
、
上
手
な
使
い
方
」
を
定
め
、
子

ど
も
た
ち
を
ネ
ッ
ト
依
存
か
ら
守
る
取

組
を
実
施
し
て
い
る
。

(2)
未
来
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
幕
別
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
や
幕
別

町
児
童
生
徒
健
全
育
成
推
進
委
員
会
の

ほ
か
、
幕
別
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
四
つ
の
推

進
項
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

(3)
こ
れ
ま
で
の
公
園
整
備
に

お
い
て
も
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
町
民

参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
計
画

策
定
や
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。
近

年
で
は
、
忠
類
ナ
ウ
マ
ン
公
園
や
い
な

ほ
公
園
で
の
遊
具
選
定
に
あ
た
り
、
近

隣
小
学
校
の
児
童
へ
の
意
見
聴
取
や
公

園
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保

護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
意
向
を
確

認
す
る
な
ど
、
町
民
参
加
に
よ
る
公
園

づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち

や
多
く
の
住
民
が
公
園
づ
く
り
に
携
わ

る
こ
と
で
、
公
園
を
身
近
に
感
じ
、
子

ど
も
の
遊
び
場
、
住
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
利
用
し
や
す
い
愛
着
を
感
じ
て
も

ら
え
る
公
園
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

答問
職
員
が
社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
参
加
し
や
す
い

環
境
整
備
を
研
究
し
て
い
く

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
自
治
体
職
員
の

働
き
方
は

問町
　
長

教
育
長

ナウマン公園（忠類）

内山美穂子 議員
（拓政会）

答問
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
課
題
に

対
応
し
な
が
ら
取
組
を
推
進
し
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環

境
づ
く
り
を

問

町
　
長


